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 1996 年に公刊された古田元夫の『ベトナムの現在』は、ドイモイ 10 年のベトナムの政策や
社会の変化を紹介した一般読者向けのものである。しかしこれは単なる解説書ではなく、その


















 1990 年代のもう一つのベトナム論は、1999 年の石川滋／原洋之介の編集による『ヴィエトナ




















 2005 年の長 憲次『市場経済下 ベトナムの農業と農村』も古田や石川らと視点を共有して
























































































 農村大衆団体を観察する坂田正三は、現在ベトナムで呼称される NGO について、これが｢上
から組織された｣団体である場合、NGO と考えるべきではないと述べた上で、農村における大
衆団体が「より自律的な判断による活動の範囲を広げているという現実」（58 頁）は、吉田元









されることになるであろう」（同 71 頁）、と展望する。 





とグラミン系銀行型 MFI のうち北部で活動する代表的な TYM（Tao Yeu Mai=I love you）を取り
上げて、…制度・組織論の観点から婦人連合会を共通の中間組織としたそれらの仕組みや制度
化の違いを明らかにすること、その上で財政持続性、経営パフォーマンスに及ぼす影響を対比」
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